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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部充電器から二次電池に供給される充電電力が存在するか否かを判別する第１判別手
段、
　前記第１判別手段の判別結果が否定的な結果から肯定的な結果に更新されたとき充電禁
止条件が満足されるか否かを判別する第２判別手段、
　前記第２判別手段の判別結果が肯定的であるとき充電動作を禁止する禁止手段、および
　前記第２判別手段の判別結果が否定的であるとき前記充電動作を許可する許可手段を備
え、
　前記充電禁止条件は前記第１判別手段の判別結果が否定的である時間が既定時間を上回
るという時間条件を含む、充電制御回路。
【請求項２】
　前記充電電力の供給が中断されたときタイマを起動させる起動手段、および
　前記充電電力の供給が開始されたとき前記タイマを停止させる停止手段をさらに備え、
　前記時間条件を定義する時間は前記タイマの測定時間に相当する、請求項１記載の充電
制御回路。
【請求項３】
　前記充電禁止条件は現時点が電源オン操作から電源オフ操作までの期間に属するという
電源条件をさらに含む、請求項１または２記載の充電制御回路。
【請求項４】
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　前記充電禁止条件は前記二次電池の電圧が閾値を上回るという電圧条件をさらに含む、
請求項１ないし３のいずれかに記載の充電制御回路。
【請求項５】
　前記充電禁止条件は、前記第１判別手段の判別結果が否定的である時間が前記規定時間
より長い時間である所定時間以下という時間条件をさらに含む、請求項１ないし４のいず
れかに記載の充電制御回路。
【請求項６】
　請求項１ないし５のいずれかに記載の充電制御回路を備える、携帯端末。
【請求項７】
　充電制御回路のプロセサに、
　外部充電器から二次電池に供給される充電電力が存在するか否かを判別する第１判別ス
テップ、
　前記第１判別ステップの判別結果が否定的な結果から肯定的な結果に更新されたとき充
電禁止条件が満足されるか否かを判別する第２判別ステップ、
　前記第２判別ステップの判別結果が肯定的であるとき充電動作を禁止する禁止ステップ
、および
　前記第２判別ステップの判別結果が否定的であるとき前記充電動作を許可する許可ステ
ップを実行させるための充電制御プログラムであって、
　前記充電禁止条件は前記第１判別手段の判別結果が否定的である時間が既定時間を上回
るという時間条件を含む、充電制御プログラム。
【請求項８】
　充電制御回路によって実行される充電制御方法であって、
　外部充電器から二次電池に供給される充電電力が存在するか否かを判別する第１判別ス
テップ、
　前記第１判別ステップの判別結果が否定的な結果から肯定的な結果に更新されたとき充
電禁止条件が満足されるか否かを判別する第２判別ステップ、
　前記第２判別ステップの判別結果が肯定的であるとき充電動作を禁止する禁止ステップ
、および
　前記第２判別ステップの判別結果が否定的であるとき前記充電動作を許可する許可ステ
ップを備え、
　前記充電禁止条件は前記第１判別手段の判別結果が否定的である時間が既定時間を上回
るという時間条件を含む、充電制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、充電制御回路に関し、特にたとえば携帯端末に適用され、外部充電器から
供給された電力による二次電池の充電動作を制御する、充電制御回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種の回路の一例が、特許文献１に開示されている。特許文献１によれば、電池が満
充電状態にある携帯端末が充電器から切り離されると、タイマが起動される。携帯端末が
充電器に再度接続されると、タイマによる測定時間が所定時間に満たないか否かが判断さ
れ、さらに電池電圧が閾値以上であるか否かが判断される。いずれの判断結果も肯定的で
あれば、満充電と判定される。これに対して、少なくとも一方の判断結果が否定的であれ
ば、電池の充電が開始され、電池の温度上昇率に基づく満充電検出が実行される。
【特許文献１】特開２００３－４８２４号公報［G01R 31/36, H01M 10/48, H02J 7/00, H
04M 1/00］
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】



(3) JP 4804326 B2 2011.11.2

10

20

30

40

50

　しかし、特許文献１では、電池が満充電状態にある携帯端末が充電器から切り離された
離脱時間が所定時間に満たなければ充電動作（微小電流充電を除く）は実行されないもの
の、離脱時間が所定時間以上であれば充電動作が実行される。換言すれば、電池が満充電
の状態で所定時間以上の携帯端末の離脱とその後の携帯端末の装着とが繰り返されると、
充電動作が繰り返し実行され、電池の劣化を引き起こす。
【０００４】
　それゆえに、この発明の主たる目的は、二次電池の劣化を防止することができる、充電
制御回路を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　請求項１の発明に従う充電制御回路(42：実施例で相当する参照符号。以下同じ)は、外
部充電器(50)から二次電池(38)に供給される充電電力が存在するか否かを判別する第１判
別手段(S21)、第１判別手段の判別結果が否定的な結果から肯定的な結果に更新されたと
き充電禁止条件が満足されるか否かを判別する第２判別手段(S25, S27, S29)、第２判別
手段の判別結果が肯定的であるとき充電動作を禁止する禁止手段(S31)、および第２判別
手段の判別結果が否定的であるとき充電動作を許可する許可手段(S33)を備え、充電禁止
条件は第１判別手段の判別結果が否定的である時間が既定時間を上回るという時間条件を
含む、充電制御回路。
【０００６】
　第１判別手段は、外部充電器から二次電池に供給される充電電力が存在するか否かを判
別する。第１判別手段の判別結果が否定的な結果から肯定的な結果に更新されると、充電
禁止条件が満足されるか否かが第２判別手段によって判別される。充電動作は、第２判別
手段の判別結果が肯定的であるとき禁止手段によって禁止される一方、第２判別手段の判
別結果が否定的であるとき許可手段によって許可される。ここで、充電禁止条件は、第１
判別手段の判別結果が否定的である時間が既定時間を上回るという時間条件を含む。
【０００７】
　したがって、充電電力が存在しない時間が既定時間を上回るときは充電動作が禁止され
る一方、充電電力が存在しない時間が既定時間以下のときは充電動作が許容される。この
ため、充電電力の供給が既定時間を上回る時間にわたって中断されたときは、その後に充
電電力が供給されても、充電動作は禁止される。これによって、頻繁な充電動作に起因す
る二次電池の劣化が防止される。これに対して、充電電力の供給が中断された時間が既定
時間以下のときは、充電動作は速やかに再開される。これによって、ユーザの意図に反す
る充電動作の中断が回避される。
【０００８】
　請求項２の発明に従う充電制御回路は、請求項１に従属し、充電電力の供給が中断され
たときタイマ(20t)を起動させる起動手段(S7)、および充電電力の供給が開始されたとき
前記タイマを停止させる停止手段(S11)をさらに備え、時間条件を定義する時間は前記タ
イマの測定時間に相当する。
【０００９】
　請求項３の発明に従う充電制御回路は、請求項１または２に従属し、充電禁止条件は現
時点が電源オン操作から電源オフ操作までの期間に属するという電源条件をさらに含む。
【００１０】
　請求項４の発明に従う充電制御回路は、請求項１ないし３のいずれかに従属し、充電禁
止条件は二次電池の電圧が閾値を上回るという電圧条件をさらに含む。
【００１１】
　請求項５に従う充電制御回路は、請求項１ないし４のいずれかに従属し、充電禁止条件
は、第１判別手段の判別結果が否定的である時間が規定時間より長い時間である所定時間
以下という時間条件をさらに含む。
　請求項６に従う携帯端末は、請求項１ないし５のいずれかに記載の充電制御回路を備え
る。
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【００１２】
　請求項６の発明に従う充電制御プログラムは、充電制御回路(42)のプロセサ(20)に、外
部充電器(50)から二次電池(38)に供給される充電電力が存在するか否かを判別する第１判
別ステップ(S21)、第１判別ステップの判別結果が否定的な結果から肯定的な結果に更新
されたとき充電禁止条件が満足されるか否かを判別する第２判別ステップ(S25, S27, S29
)、第２判別ステップの判別結果が肯定的であるとき充電動作を禁止する禁止ステップ(S3
1)、および第２判別ステップの判別結果が否定的であるとき充電動作を許可する許可ステ
ップ(S33)を実行させるための充電制御プログラムであって、充電禁止条件は第１判別手
段の判別結果が否定的である時間が既定時間を上回るという時間条件を含む、充電制御プ
ログラムである。
【００１３】
　請求項１の発明と同様、頻繁な充電動作に起因するリチウムイオン電池の劣化の防止と
、ユーザの意図に反する充電動作の中断の回避とが可能となる。
【００１４】
　請求項８の発明に従う充電制御方法は、充電制御回路(42)によって実行される充電制御
方法であって、外部充電器(50)から二次電池(38)に供給される充電電力が存在するか否か
を判別する第１判別ステップ(S21)、第１判別ステップの判別結果が否定的な結果から肯
定的な結果に更新されたとき充電禁止条件が満足されるか否かを判別する第２判別ステッ
プ(S25, S27, S29)、第２判別ステップの判別結果が肯定的であるとき充電動作を禁止す
る禁止ステップ(S31)、および第２判別ステップの判別結果が否定的であるとき充電動作
を許可する許可ステップ(S33)を備え、充電禁止条件は第１判別手段の判別結果が否定的
である時間が既定時間を上回るという時間条件を含む。
【００１５】
　請求項１の発明と同様、頻繁な充電動作に起因するリチウムイオン電池の劣化の防止と
、ユーザの意図に反する充電動作の中断の回避とが可能となる。
【発明の効果】
【００１６】
　この発明によれば、充電電力が存在しない時間が既定時間を上回るときは充電動作が禁
止される一方、充電電力が存在しない時間が既定時間以下のときは充電動作が許容される
。このため、充電電力の供給が既定時間を上回る時間にわたって中断されたときは、その
後に充電電力が供給されても、充電動作は禁止される。これによって、頻繁な充電動作に
起因する二次電池の劣化が防止される。これに対して、充電電力の供給が中断された時間
が既定時間以下のときは、充電動作は速やかに再開される。これによって、ユーザの意図
に反する充電動作の中断が回避される。
【００１７】
　この発明の上述の目的，その他の目的，特徴および利点は、図面を参照して行う以下の
実施例の詳細な説明から一層明らかとなろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　図１を参照して、この実施例の携帯通信端末１０は、二次電池であるリチウムイオン電
池３８の電圧に基づく電源をシステム全体に供給する電源回路４４を含む。電源回路４４
は、キー入力装置２４による電源オン操作に応答して起動され、キー入力装置２４による
電源オフ操作に応答して停止される。電源オフ操作から電源オン操作までの期間において
も、電源回路４４は、充電端子３０の外部充電器５０への接続に応答して起動され、充電
端子３０の外部充電器５０からの離脱に応答して停止される。
【００１９】
　なお、以下では、電源オン操作から電源オフ操作までの期間を“電源オン期間”と定義
し、電源オフ操作から電源オン操作までの期間を“電源オフ期間”と定義する。さらに、
電源オフ期間における充電端子３０に外部充電器５０への接続によって電源回路４４が起
動する期間を“強制オン期間”と定義する。
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【００２０】
　電源オン期間にキー入力装置２４によって発呼操作が行われると、ＣＰＵ２０は、無線
通信回路１４を制御して発呼信号を出力する。出力された発呼信号は、アンテナ１２から
放出され、基地局を含む移動通信網を経て通話相手の電話機に送信される。通話相手が着
呼操作を行うと、通話可能状態が確立される。
【００２１】
　通話可能状態に移行した後にキー入力装置２４によって通話終了操作が行われると、Ｃ
ＰＵ２０は、無線通信回路１４を制御して、通話相手に通話終了信号を送信する。通話終
了信号の送信後、ＣＰＵ２０は、通話処理を終了する。先に通話相手から通話終了信号を
受信した場合も、ＣＰＵ２０は、通話処理を終了する。また、通話相手によらず、移動通
信網から通話終了信号を受信した場合も、ＣＰＵ２０は通話処理を終了する。
【００２２】
　電源オン期間に通話相手からの発呼信号がアンテナ１２によって捉えられると、無線通
信回路１４は、着信をＣＰＵ２０に通知する。ＣＰＵ２０は、着信通知に記述された発信
元情報をＬＣＤ２６から出力し、図示しない着信通知用のスピーカから着信音を出力する
。キー入力装置２４によって着呼操作が行われると、通話可能状態が確立される。
【００２３】
　通話可能状態では、次のような処理が実行される。通話相手から送られてきた変調音声
信号（高周波信号）は、アンテナ１２によって捉えられる。捉えられた変調音声信号は、
無線通信回路１４によって復調処理および復号処理を施される。これによって得られた受
話音声信号は、スピーカ１８から出力される。
【００２４】
　マイクロフォン１６によって取り込まれた送話音声信号は、無線通信回路１４によって
符号化処理および変調処理を施される。これによって生成された変調音声信号は、上述と
同様、アンテナ１２を利用して通話相手に送信される。
【００２５】
　なお、詳細な説明は省略するが、この実施例の携帯通信端末は、メールを送受信する機
能も有する。このメールもまた、電源オン期間にアンテナ１２を通して送受信される。受
信されたメールは、図示しないフラッシュメモリに格納される。
【００２６】
　充電制御回路４２は、電源オン期間および強制オン期間に、以下に述べる要領でリチウ
ムイオン電池３８の充電動作を行う。充電端子３０の外部充電器５０への接続は、接続検
出回路３２によって検出される。つまり、接続検出回路３２は、充電端子３０が外部充電
器５０に接続される前後で変化する充電端子３０の印加電圧に注目して、接続の有無を判
別する。充電端子３０が外部充電器５０に接続されていないときは、“非接続”を示す検
出結果が接続検出回路３２からＣＰＵ２０に与えられる。一方、充電端子３０が外部充電
器５０に接続されているときは、“接続”を示す検出結果が接続検出回路３２からＣＰＵ
２０に与えられる。
【００２７】
　ＣＰＵ２０は、検出結果が“接続”から“非接続”に更新されたときタイマ２０ｔのリ
セット＆スタートを実行し、検出結果が“非接続”から“接続”に更新されたときタイマ
２０ｔをストップされる。したがって、タイマ２０ｔによる測定時間は、携帯通信端末１
０が外部充電器５０から離脱している時間を示す。
【００２８】
　なお、電源オフ期間ではＣＰＵ２０およびタイマ２０ｔは停止状態にあるため、電源オ
フ期間内に一時的に現れる強制オン期間における充電動作との関連では、タイマ２０ｔの
測定値、後述する最長時間条件および最短時間条件は、意味をなさない。
【００２９】
　ＣＰＵ２０はまた、検出結果が“非接続”から“接続”に更新されたとき、充電動作の
開始をユーザに通知するべく、充電ランプ２８を点灯させる。ただし、携帯通信端末１０
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の状態が充電禁止条件に抵触するか否かがＣＰＵ２０によって判別され、抵触しなければ
充電動作が許可される一方、抵触すれば充電動作が禁止される。充電動作が開始された場
合、充電ランプ２８はリチウムイオン電池３８が満充電となったときに消灯される。充電
動作が禁止された場合、充電ランプ２８は既定時間（＝２０秒）の経過を待って消灯され
る。
【００３０】
　充電動作は、定電圧回路３４のオンによって許可される。定電圧回路３４は、充電端子
３０からの供給電圧に定電圧処理を施す。リチウムイオン電池３８は、一定の電圧で充電
される。電流検出回路３６は、リチウムイオン電池３８に向けて流れる電流の値を検出し
、検出された電流値をＣＰＵ２０に与える。ＣＰＵ２０は、電流検出回路３６によって検
出された電流値がリチウムイオン電池３８の満充電に相当する数値を示すとき、定電圧回
路３４をオフする。これによって充電動作が終了する。
【００３１】
　充電禁止条件は、電源条件、電圧条件、最長時間条件、および最短時間条件の論理積に
よって定義される。電源条件は、現在の期間が電源オン期間であるという条件である。電
圧条件は、リチウムイオン電池３８の端子電圧が４．１Ｖ以上であるという条件である。
最長時間条件は、タイマ２０ｔによる測定時間が６０分以下であるという条件である。最
短時間条件は、タイマ２０ｔによる測定時間が１．０秒（＝所定時間）を上回るという条
件である。
【００３２】
　したがって、現在の期間が強制オン期間であれば、充電動作が許可される。これは、携
帯通信端末１０の性質上、強制オン期間は通常ではあり得ないからである。また、リチウ
ムイオン電池３８の端子電圧が４．１Ｖ未満であれば、リチウムイオン電池３８の残容量
が無視できない容量まで減少しているとみなし、充電動作が許可される。なお、満充電状
態のときのリチウムイオン電池３８の端子電圧は、４．２Ｖである。また、リチウムイオ
ン電池３８の端子電圧は、電圧検出回路４０によって検出される。
【００３３】
　タイマ２０ｔの測定時間が６０分を上回っていれば、前回の充電動作が終了してからの
空き時間が十分であるとみなし、残容量に関係なく充電動作が許可される。また、タイマ
２０ｔの測定時間が１．０秒未満であれば、ユーザの意図に反して充電端子３０が瞬間的
に外部充電器５０から離脱されただけであるとみなし、充電動作が許可される。
【００３４】
　つまり、最長時間条件および最短時間条件に注目した場合、携帯通信端末１０が外部充
電器５０から離脱された時間が０．５秒のときは、充電動作が速やかに再開される（図２
（Ａ）参照）。また、携帯通信端末１０が外部充電器５０から離脱された時間が３０分の
ときは、充電動作が禁止される（図２（Ｂ）参照）。さらに、携帯通信端末１０が外部充
電器５０から離脱された時間が９０分のときは、充電動作が許可される（図２（Ｃ）参照
）。
【００３５】
　ＣＰＵ２０は、図３に示すタイマ制御タスクおよび図４～図７に示す充電制御タスクを
含む複数のタスクを並列的に実行する。なお、これらのタスクに対応する制御プログラム
は、フラッシュメモリに記憶される。
【００３６】
　図３を参照して、ステップＳ１ではフラグＦｃｎｃｔを“０”に設定する。フラグＦｃ
ｎｃｔは充電端子３０が外部充電器５０に接続されているか否かを識別するためのフラグ
であり、“０”が非接続を示す一方、“１”が接続を示す。ステップＳ３では充電端子３
０が外部充電器５０から切り離されたか否かを判別し、ステップＳ５では充電端子３０が
外部充電器５０に接続されたか否かを判別する。
【００３７】
　接続検出回路３２の検出結果が“接続”から“非接続”に更新されると、ステップＳ３
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でＹＥＳと判断し、ステップＳ７でタイマ２０ｔのリセット＆スタートを実行する。ステ
ップＳ９ではフラグＦｃｎｃｔを“０”に設定し、その後にステップＳ３に戻る。接続検
出回路３２の検出結果が“非接続”から“接続”に更新されると、ステップＳ５でＹＥＳ
と判断し、ステップＳ１１でタイマ２０ｔを停止させる。ステップＳ１３ではフラグＦｃ
ｎｃｔを“１”に設定し、その後にステップＳ３に戻る。
【００３８】
　ステップＳ９またはＳ１３の処理が実行された後は、接続検出回路３２の検出結果が“
接続”および“非接続”のいずれか一方を示し続けている限り、ステップＳ５でＮＯと判
断され、ステップＳ３およびＳ５の処理が繰り返し実行される。したがって、タイマ２０
ｔによる測定時間は、携帯通信端末１０が外部充電器５０から離脱している時間を示す。
【００３９】
　図４を参照して、ステップＳ２１ではフラグＦｃｎｃｔが“１”であるか否かつまり充
電端子３０が接続状態であるか否かを判別し、ＹＥＳであればステップＳ２３で充電ラン
プ２８を点灯させる。ステップＳ２５では現在の期間を判別し、ステップＳ２７ではタイ
マ２０ｔによる測定時間を判別し、ステップＳ２９ではリチウムイオン電池３８の端子電
圧を判別する。
【００４０】
　現在の期間が強制オン期間であれば、ステップＳ２５からステップＳ３３に進む。タイ
マ２０ｔの測定時間が１秒以下であるか或いは６０分を上回るときは、ステップＳ２７か
らステップＳ３３に進む。リチウムイオン電池３８の端子電圧が４．１Ｖ未満であるとき
は、ステップＳ２９からステップＳ３３に進む。これに対して、主電源がオン状態であり
、タイマ２０ｔの測定時間が１秒を上回りかつ６０分未満であり、そしてリチウムイオン
電池３８の端子電圧が４．１Ｖ以上であるときは、ステップＳ３１に進む。ステップＳ３
１では待機処理を実行し、ステップＳ３３では充電処理を実行する。充電動作は、ステッ
プＳ３１の処理によって禁止される一方、ステップＳ３３の処理によって許可される。
【００４１】
　ステップＳ３５では充電ランプ２８を消灯し、ステップＳ３７ではフラグＦｒｓｍが“
１”であるか否かを判別する。フラグＦｒｓｍは、ステップＳ２１から始まる処理を速や
かに再開すべきか否かを識別するためのフラグである。“１”は早期再開が必要であるこ
とを示し、“０”は早期再開が不要であることを示す。ステップＳ３７でＹＥＳであれば
速やかにステップＳ２１に戻り、ステップＳ３７でＮＯであればステップＳ３９～Ｓ４１
の処理を経てステップＳ２１に戻る。
【００４２】
　ステップＳ３９ではフラグＦｃｎｃｔが“０”であるか否かを判別し、ステップＳ４１
ではリチウムイオン電池３８の端子電圧が４．１Ｖ未満であるか否かを判別する。ステッ
プＳ３９またはＳ４１でＹＥＳであればステップＳ２１に戻るが、ステップＳ３９および
Ｓ４１のいずれもＮＯであればステップＳ３９およびＳ４１の処理を繰り返す。
【００４３】
　つまり、充電端子３０が外部充電器５０に接続されており、かつリチウムイオン電池３
８の端子電圧が４．１Ｖ以上である限り、ステップＳ２１への復帰を保留とする。換言す
れば、携帯通信端末１０が外部充電器５０に接続されている状態での通信処理の実行など
によってリチウムイオン電池３８の残量が減少したとき、あるいは充電端子３０が外部充
電器５０から切り離されたときに、ステップＳ２１の処理が再開される。
【００４４】
　ステップＳ３１の待機処理は、図６に示すサブルーチンに従って実行される。ステップ
Ｓ５１ではフラグＦｃｎｃｔが“０”であるか否かを判別し、ステップＳ５３では待機処
理が開始されてから２０秒が経過したか否かを判別する。ステップＳ５１でＹＥＳであれ
ばステップＳ５５でフラグＦｒｓｍを“１”に設定してから上階層のルーチンに復帰する
一方、ステップＳ５３でＹＥＳであればステップＳ５７でフラグＦｒｓｍを“０”に設定
してから上階層のルーチンに復帰する。
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【００４５】
　ステップＳ３３の充電処理は、図７に示すサブルーチンに従って実行される。ステップ
Ｓ６１では、定電圧回路３４をオンする。これによって、リチウムイオン電池３８の充電
が開始される。ステップＳ６３ではフラグＦｃｎｃｔが“０”であるか否かを判別し、ス
テップＳ６５ではリチウムイオン電池３８が満充電状態であるか否かを判別する。ステッ
プＳ６５の判断にあたっては、電流検出回路３６の検出結果を参照する。
【００４６】
　ステップＳ６３でＹＥＳであれば、ステップＳ６７で定電圧回路３４をオフし、ステッ
プＳ６９でフラグＦｒｓｍを“１”に設定する。ステップＳ６５でＹＥＳであれば、ステ
ップＳ７１で定電圧回路３４をオフし、ステップＳ７３でフラグＦｒｓｍを“０”に設定
する。充電動作は、定電圧回路３４のオフによって終了される。ステップＳ６９またはＳ
７３の処理が完了すると、上階層のルーチンに復帰する。
【００４７】
　以上の説明から分かるように、外部充電器５０からリチウムイオン電池３８に供給され
る電力は、充電端子３０によって取り込まれる。充電端子３０が外部充電器５０に接続さ
れると、充電禁止条件が満足されるか否かがＣＰＵ２０によって判別される(S25, S27, S
29)。充電動作は、判別結果が肯定的であるとき禁止される(S31)一方、判別結果が否定的
であるとき許可される(S33)。ここで、充電禁止条件は、充電端子３０の外部充電器５０
からの離脱時間が瞬断を考慮した既定時間（＝１．０秒以上の期間）を上回るという最短
時間条件を含む。
【００４８】
　したがって、充電端子３０の離脱時間が既定時間を上回るときは充電動作が禁止される
一方、充電端子３０の離脱時間が既定時間以下のときは充電動作が許容される。このため
、充電端子３０が数十秒にわたって外部充電器５０から離脱されたときは、その後に充電
端子３０が外部充電器５０に接続されても、充電動作は禁止される。これによって、頻繁
な充電動作に起因するリチウムイオン電池３８の劣化が防止される。これに対して、ユー
ザの意図に反して充電端子３０が瞬間的に外部充電器５０から離脱されただけのときは、
充電動作は速やかに再開される。これによって、ユーザの意図に反する充電動作の中断が
回避される。
【００４９】
　なお、この実施例では、二次電池としてリチウムイオン電池を想定しているが、これに
代えてリチウムポリマ電池を用いるようにしてもよい。また、この実施例では、携帯通信
端末を想定しているが、二次電池によって駆動される電子機器である限り、これに限られ
ない。
【００５０】
　また、この実施例では、充電動作を行うには充電端子３０を外部充電器５０に接続する
必要があるが、非接触充電方式を採用すれば、充電端子３０は不要となる。この場合、一
次コイルおよび二次コイルを充電器および携帯通信端末に設け、電磁誘導によって電力の
供給を受ける必要がある。なお、充電器との接続／非接続は、電圧または磁界の変化に注
目して判別される。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】この発明の一実施例の構成を示すブロック図である。
【図２】（Ａ）は携帯通信端末を充電器に着脱する動作の一例を示すタイミング図であり
、（Ｂ）は携帯通信端末を充電器に着脱する動作の他の一例を示すタイミング図であり、
（Ｃ）は携帯通信端末を充電器に着脱する動作のその他の一例を示すタイミング図である
。
【図３】図１実施例に適用されるＣＰＵの動作の一部を示すフロー図である。
【図４】図１実施例に適用されるＣＰＵの動作の他の一部を示すフロー図である。
【図５】図１実施例に適用されるＣＰＵの動作のその他の一部を示すフロー図である。
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【図６】図１実施例に適用されるＣＰＵの動作のさらにその他の一部を示すフロー図であ
る。
【図７】図１実施例に適用されるＣＰＵの動作の他の一部を示すフロー図である。
【符号の説明】
【００５２】
　１０　…携帯通信端末
　１４　…通信回路
　２０　…ＣＰＵ
　３０　…充電端子
　３２　…接続検出回路
　３４　…定電圧回路
　３６　…電流検出回路
　３８　…リチウムイオン電池
　４０　…電圧検出回路
　５０　…外部充電器

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】

【図７】
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